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妊娠中に体に痛みがある場合、妊娠前のうつ病歴が高く、妊娠中の心理的ストレスも高い傾向にあり、そうした妊婦では産後う
つに陥る可能性が高い。産後うつを経験した女性がその後対児愛着障害に至るリスクが高いことは過去に報告されている。ま
た、体に持続した痛みがある場合、体内のオキシトシン濃度が低下傾向にあることが過去に報告されている。オキシトシンは対
児愛着障害に影響するため、本研究結果のメカニズムに関与しているかもしれない。妊婦の体の痛みや産後うつ及びパート
ナーからの暴力への対策は、対児愛着障害予防に効果的である可能性がある。

妊娠中の体の痛みは産後１か月の抑うつ傾向を高率に媒介して、出産１年後の対児愛着障害リスクを高める可能性がある。そ
して、妊娠中にパートナーから受ける暴力は、妊婦の体の痛みが産後の対児愛着障害にもたらす効果を高めはしないないもの
の、独立して産後うつや対児愛着障害のリスクを高める可能性がある。
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妊娠中の痛みが産後うつ傾向を介して産後の対児愛着障害と関連するかを検討すること及び妊娠中の痛みと妊娠中のパート
ナーからの暴力が産後の対児愛着障害の発症リスクを相互に高め合うかを検討すること。

妊娠中調査のうち、体の痛みの有無を問う項目、パートナーからの暴力の有無を問う設問、産後１か月調査のエジンバラ産後う
つ尺度、産後１年後調査の対児愛着障害スコアを使用して、妊娠中の体の痛みが強いほど、産後抑うつ傾向を媒介して対児愛
着障害に至りやすいかどうかを媒介分析で検証した。さらに、妊娠中のパートナーからの暴力が妊娠中の体の痛みの対児愛着
障害に対する作用を高めるかどうかを調整媒介分析で検証した。

妊娠中の痛みは産後うつ傾向を高率に介して産後の対児愛着障害リスクを高めた（産後うつの媒介効果は70.8%）。また、妊娠
中にパートナーから受ける暴力は、妊娠中の体の痛みが産後の対児愛着障害リスクにもたらす効果を高めなかったが、パート
ナーから受ける暴力は、産後の抑うつ傾向や対児愛着障害の独立したリスクであった。
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